
前中期経営計画 新中期経営計画

成長分野→拡大

成熟分野→競争力向上
ミックス改善（プレス）

新たな付加価値創出

2023年3月期 2026年3月期 2031年3月期

◆ プレス事業【成熟分野/成長分野が混在】
⇨ミックス改善/成熟分野の競争力向上

◆ 自動機・FA事業【成長分野】⇨拡大
◆ サービス事業【成長分野】⇨拡大

◆ エネルギー・環境向けソリューション提供
◆ 省エネ・省資源・省人化製品の開発
◆ DX・AIによるモノづくりソリューションの提供

◆ EV向けソリューション提供

Medium-Term  
Management Plan中期経営計画の概要と進捗（2024年3月期～2026年3月期）

高付加価値・成長分野の拡大　
経営資源をシフト

事業ポートフォリオの変革 新たな付加価値の創出
アイダの技術を活かす（技術補完のための投資・協業も）

素形技術、金型・工法技術、 
サーボ技術、モノづくりノウハウ

既存ビジネスを成熟分野から成長分野へと移行し、事業構成と製品構成を変化させていくことで、収益バランスを
整えつつ、新たな成長分野を生み出す

すべての事業区分において微増となり、特に電気自動車
関連の高速精密プレスの増加及び円安影響等により前
期比5.7%増収

成長分野、成熟分野が混在しているプレス機械の売上に
おいて、成長性があり、利益率も高い高速機の販売が順
調に推移

原材料費、外注費、物流費等の
原価高騰や一部の大型案件で 
採算悪化があったものの、増収
と製品ミックス改善により粗利
率改善。また、前期に計上した 
貸倒引当金の剥落により増益

財務担当取締役メッセージ 

資本コストや株価を意識した経営の実現に関して
資本コストや株価を意識した経営への取り組みについては
取締役会のなかでも議論を重ねてきました。中期経営計画
のなかでその方針を示していますが、基本コンセプトは「稼
ぐ力」の向上を軸とした成長戦略により企業価値を向上させ、
PBR改善に繋げるというものです。具体的には、2028年3月
期に営業利益77億円（営業利益率10%）を達成し、並行して
PER15倍以上を確保することでPBR1.0倍超を実現します。
これによりROEも資本コスト6.6%を上回る見込みです。
営業利益達成は中期経営計画における基本施策「事業ポート

フォリオの変革」で掲げる成熟分野から高付加価値・成長分
野へのシフトによって実現します。事業別ではサービス事業
やFA事業へのシフト、プレス事業では成熟製品から高速プレ
スや精密プレスといったEV／HEV関連等の高成長製品への
シフトにより製品ミックスを改善し、足元の営業利益を底上げ

します。これと並行して「新たな付加価値創
出（イノベーション）」施策として、電動車の
モーターやバッテリー、水素エネルギーを
活用した燃料電池等の分野でアイダの技術
を活かした製品開発や工法開発等に取り組
んでおり、今後の成長に向け着実に布石を
打っていくことでPER15倍以上を確保できると考えています。
株主還元については、2024年3月期は63.8%の配当性向を
確保するとともに、2025年3月期の上期には約20億円の自己
株式の取得・償却を実施する等、株主還元の充実化に取り組ん
できました。今後「事業ポートフォリオの変革」や「新たな付加
価値創出」のために、手元のキャッシュを活用したM&Aや資本
提携等の戦略投資も積極的に行っていく方針ですが、安定的
な株主還元にも配慮した資本政策を展開していきます。

取締役　
常務執行役員
鵜川 裕光

2024年3月期より開始した中期経営計画では、「社会課題の解決により企業価値を向上しステークホルダーとと
もに持続的成長を目指す」という経営方針に基づき、前中期経営計画で認識された課題も踏まえ、①事業ポート
フォリオの変革、②新たな付加価値の創出、③経営基盤の強化、④環境対策・社会貢献、⑤資本政策という5つの
基本施策を展開します。これらの施策の展開により、お客さまや社会の課題解決を進めつつ企業価値を向上させ
ていくという好循環を生み出すことで、お客さま、従業員、協力会社、地域社会、ビジネスパートナー、株主・投資家
といったステークホルダーとともに持続的な成長を実現していきます。

ステークホルダー
に貢献

社会課題の解決により企業価値を向上しステークホルダーとともに持続的成長を目指す
中期経営計画経営方針

■ 個別機他　■ 精密（UL）機　■ 高速機　■ 汎用機
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■ プレス事業　■ 自動機・FA事業　■ サービス事業
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■ プレス事業　■ 自動機・FA事業　■ サービス事業  営業利益率

事業別営業利益

長期的に（～2028年3月期）

営業利益率10%を目指す

中計施策展開による持続的成長の実現

PBR1.0倍超を展望（想定PER15倍）推定PBR：0.8倍（想定PER15倍）

売上高： 750億円
営業利益： 62億円 営業利益率： 8.3%

中期経営計画目標（2024年3月期～2026年3月期）

持続的
成長の循環

企業価値の向上

● 次世代自動車のモノづくりを支援
●  お客さまの生産性向上（自動化・デジタル化）を支援
● お客さまの環境負荷軽減を支援 等

中期経営計画基本施策
事業ポートフォリオの変革

高付加価値・成長分野の拡大　経営資源をシフト

新たな付加価値の創出

 P.19-22

経営基盤の強化

  人的投資 P.23-26

お客さま

従業員

協力会社

地域社会

ビジネスパートナー

株主・投資家

環境対策・社会貢献

 P.27-31

資本政策

戦略投資・人的投資・利益還元のバランスを重視

顧客や社会の課題解決
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アイダの目指すビジョン価値創造ストーリー ビジョンを実現する戦略 ガバナンス 財務・会社データイントロダクション




